
 

第５２回群馬県新型コロナウイルス感染症対策本部会議 次第 
 

         日時：令和３年７月２９日（木）１０：００～    
場所：県庁７階 災害対策本部室      

 

１ 開 会  

 

２ あいさつ 

 

３ 議 事 

（１）「社会経済活動再開に向けたガイドライン（改訂版）」に基づく 

警戒度の判断について 

（２）「社会経済活動再開に向けたガイドライン（改訂版）」に基づく    

８月２日（月）以降の要請について 

（３）各部局からの報告事項について 

（４）その他 

 

４ 閉 会 



＜警戒度移行の判断基準 ①客観的な数値＞
項目 内容※ 現在値※

（7/28）
過去最高値

１

感
染
状
況

(1)新規感染者数 平均２０人/日 35.3人 89.7人

(2)経路不明の感染者数 感染経路不明５０％ 55.5% 73.3%

(3)検査の陽性率 平均７％ 6.2% 18.9%

２
医
療
提
供
体
制

(1)重症例への診療体制
①人工呼吸器使用 １／２ 76台中2台 21台

②うちＥＣＭＯ使用 １／３ 12台中0台 5台

(2)病床の稼働率（470床中）
警戒度１１５％未満 警戒度２１５％以上

警戒度３４０％以上 警戒度４７０％以上
24.3% 74.8%

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備の進展に合わせ、基準も変動します。
※１の(1)～(3)は1週間の移動平均。
※ 陽性率は、推定値で民間・病院の検査結果により後日変動します。



判断基準 客観的な数値の推移

※ 陽性率は推定値で、民間・病院の検査結果により後日変動します。

※R2.5.11∼8.3は判明数が少ないため、割合ではなく人数で判断※ 1(1)∼(3)は1週間の移動平均値

※ 検査には、抗原検査を含みます。（R2.5.31～）
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健康福祉部　Ｒ3.7.29

内容 評価 状況

介護施設等の状況
介護施設等の発熱状況がモニターされてい
ること。

◎
【介護施設等の発熱モニターの状況】・対象 県内全施設の入居者・職員（県及び市町村所管） ※6/13以

降、施設でクラスターは発生していない

近隣都県の感染状況
東京都との往来が再開しても感染拡大の恐
れがないこと。（東京都の実効再生産数が
１未満程度であること）

群馬県の感染状況
群馬県の実効再生産数が１未満程度である
こと

入院状況 直近の状況を月単位でモニターする。 ○
【退院者の平均在院期間】

３月：１２．９日 ４月：１１．４日 ５月：１１．８日   ６月：１５．9日  7月：１７．4日

クラスターの発生状況
クラスターに対し、迅速な実態把握と対策
が取られていること。

〇

【直近のクラスター発生状況】 ５月：  21件    6月：   ２件  ７月：   ３件

５月 高崎市内医療機関、利根沼田保健所管内飲食店、富岡市内障害者福祉施設、伊勢崎市内高齢者福祉施設、県立心臓血管セン

ター、館林警察署、利根沼田保健所管内障害福祉サービス事業所、伊勢崎市内工場、伊勢崎市内高齢者福祉施設、利根沼田保健所

管内放課後デイサービス、くすの木病院、吾妻保健所管内宿泊施設、前橋市内飲食店、前橋市内幼稚園、伊勢崎市内診療所、館林

保健所管内事業所、桐生市内有料老人ホーム、前橋市内小規模多機能の家、前橋市内ショートステイ施設、伊勢崎市内事業所、前

橋市内事業所

６月 前橋市内工場、藤岡市内高齢者福祉施設

７月 渋川保健所管内病院、太田市内ホストクラブ、高崎市内キャバクラ

ＰＣＲ検査件数
感染状況に応じて、必要な検査を実施でき
る体制が整備されていること。

◎

【PCR等検査可能医療機関数（7/26現在）】

 診療・検査外来 ５５１か所

 ※参考 検査外来（旧地域外来・検査センター） １３か所

院内感染制御
病院に相当数のＰＰＥの備蓄があること。
院内感染に対し、迅速な実態把握と対策が
取られていること。

◎

【ＰＰＥの備蓄】

・新型コロナウイルス感染症医療機関等情報支援システム（G-MIS）において、

 備蓄状況をモニター中

一般医療への影響
治療の先伸ばしによる悪影響をモニター
し、問題がないこと。

〇

【一般医療への影響（7/26現在）】

・診察や入院等の延期を行っている病院があるものの、患者への治療上の大きな影響は出ていない。

 （感染症指定病院及び協力病院等に対するアンケート調査結果）

疑似症患者への医療等 疑似症患者の入院状況 ◎
【疑似症患者の入院者数（7/28現在）】

 ３人

軽症者等の宿泊療養施
設の確保等

感染者数に対して、十分な室数が確保でき
ていること。

◎
【宿泊療養者数／室数（7/28現在）】前橋：183室、伊勢崎：246室、高崎：542室

 １０８人／９７１室運用・１３００室確保

２
　
医
療
提
供
体
制

【実効再生産数】

 

 ・参考：東洋経済オンラインによる推定値（7/27時点）

   東京都１．３３ 群馬県２．３３

△

項目

警戒度移行の判断基準（②総合的な状況）について

１
　
感
染
状
況



８月２日以降の要請（８/２～8/15）（案）
R3.7.29 危機管理課

市町村 警戒度 外 出 県外移動 事業者

全市町村 警戒度３

・３密となるリスクが
高く、感染防止策がと
られていない場所への
外出は自粛

・高齢者・基礎疾患者
は生活に必要な場合を
除き外出自粛

・緊急事態宣言及びまん延防止等
重点措置対象都道府県への不要不
急の往来は極力控える
（６都府県）

・直近１週間の感染者数が人口10
万人あたり10人以上の都道府県
（関東地方では5人以上の都県）
への移動は、特に慎重に判断し、
その地域での行動についても慎重
にする（１８道府県）

・テレワーク５割
目標

・高齢者施設や病
院等での直接面会
は禁止

・業界ガイドライ
ンに基づく適切な
感染防止対策の徹
底及び明示

※感染急拡大への緊急知事メッセージを発出し、県民へ周知を図る。



感染防止対策 緊急メッセージ

ワクチン接種

夜の街

県外移動
緊急事態宣言・まん延防止等重点措置 延期 又は 控える
その他の地域 特に慎重に
テレワークやオンライン会議を活用 出勤や出張の削減

リスクを高める大人数・長時間の会食は控える
ストップコロナ！対策認定店の利用を

特に若い世代は、県営ワクチン接種センターも活用し、
積極的にご検討ください



群馬県「社会経済活動再開に向けたガイドライン（改訂版）」に 

基づく要請について（８月２日（月）以降） 

１ 要請を開始する日 

  令和３年８月２日（月） 

 

２ 要請する区域 

群馬県内全域 

 

３ ガイドライン警戒度 

  警戒度「３」：３５市町村 
 
 
 
 
 
 

【参考】ガイドラインにおける「４段階の警戒度と行動基準」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※具体的には４以降の要請をご確認ください。 

 

警 戒 度
個人 事業者 【参考】

学校外出 県外移動 イベント 休業等 勤務形態

４

× × × ・感染拡大の恐れのある業種
の施設等への休業要請や営
業時間の短縮要請

・高齢者施設や病院等での面
会の禁止

テレワーク（7割目
標）、時差出勤等
を強く推奨

・感染状況等に応じて
学校単位もしくは地域
や全県で休業等
（部活自粛）

・外出自粛（生活に必須なも
のを除く）

３

△ △ △

・感染防止対策がとられていな
い施設等への休業要請

・高齢者施設や病院等での面
会の禁止

テレワーク（5割目
標）、時差出勤等
を推奨

・学校単位で分散登校、
授業短縮、時差登校

等
（部活一部制限）

ただし感染状況等に
よっては通常登校

・３密となるリスクが高く、感
染防止対策がとられてい
ない場所へは外出自粛

・高齢者や基礎疾患者は外

出自粛

感染拡大都道府
県は注意（特に拡
大している場合は
慎重に判断）

別表による

２

△ △

・高齢者施設や病院等での直
接面会は十分注意（オンライ
ン面会等の推奨）

テレワーク（3割目
標）、時差出勤等
を推奨

通常登校

ただし感染状況等に応
じて学校単位で分散登
校等

・３密となるリスクが高い場
所への外出十分注意

・高齢者や基礎疾患者は外

出を十分注意

別表による

１

○ △
テレワーク、時差
出勤等を推奨

通常登校
別表による

＜４段階の警戒度と行動基準＞

※1 全段階で「新しい生活様式」を実践、多様な感染防止対策（業界ごとの感染防止ガイドラインなど）を徹底
※2 感染状況や国の基本的対処方針に基づき、部分的に上位の警戒度の要請等を行う場合あり  



４ 県民の皆様への要請 

 新型インフルエンザ等対策特別措置法第２４条第９項に基づき、以下の事項につ

いて協力を要請します。 

 

（１） 外出・県外移動について 

 ・３密となるリスクが高く、感染防止対策がとられていない場所への不要不急の

外出は自粛してください。  
・高齢者や基礎疾患のある方などハイリスクの方は、不要不急の外出は自粛して

ください。 
・国の緊急事態措置及びまん延防止等重点措置の対象都道府県への不要不急の往

来は極力控えてください。 
（8/2～：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、沖縄県） 
 ※国の基本的対処方針に変更があれば、その時点で本要請の対象都道府県も変

更となります。 
・直近１週間の感染者数が人口 10 万人あたり 10 人以上の都道府県（関東地方で

は 5 人以上の都県）への移動は、特に慎重に判断し、その地域での行動につい

ても慎重にお願いします。 
（8/2～：北海道、福島県、茨城県、栃木県、石川県、山梨県、福井県、 

静岡県、愛知県、滋賀県、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、 
鳥取県、岡山県、福岡県、熊本県） 

・外出の際は「（３）「新しい生活様式」等の実践について」に掲げる事項を厳

守してください。 
 
（２）イベント等の開催、参加について 

・業種別ガイドラインの見直しを行っていない場合 

【屋内】 5,000人以下、かつ収容定員の半分以下の人数にすること。 

【屋外】 5,000人以下、かつ人と人との間隔を十分確保すること。 

（できるだけ2メートル） 

・業種別ガイドラインの見直しを行い、必要な感染防止策が担保され、感染防止

上の取組が公表されている場合は、開催制限を緩和します。 

 【参加人数】次の人数上限及び収容率要件による人数のいずれか小さい方を限

度とします。 

【人数上限】 

ア 収容定員が設定されている場合 

5,000 人又は収容定員の 50%のいずれか大きい方を上限とします。 
(この場合、収容定員が 10,000 人以下の場合は 5,000 人となり、収容定



員が 10,000 人を超える場合は収容定員の 50%となります。) 
イ 収容定員が設定されていない場合 

次の【収容率要件】、ア、イにおける｢収容定員が設定されていない場 

合｣の例によります。 
 

【収容率要件】 
ア 大声での歓声、声援などがないことを前提としうる場合 

収容率の上限を 100%とします。 
（ア）参加者の位置が固定され、入退場時や区域内の適切な行動確保

ができる場合は、収容定員までの参加人数とします。 
（イ）参加者が自由に移動できるものの、入退場時や区域内の適切な

行動確保ができる場合 
・収容定員が設定されている場合は、収容定員までの参加人数。 
・収容定員が設定されていない場合は、密が発生しない程度の

間隔（最低限、人と人とが接触しない程度の間隔）を空ける

こととします。 
なお、参加者が自由に移動でき、かつ、入退場時や区域内の適切な行

動確保ができない場合は、｢祭りなどの行事の開催について｣によるこ

ととします。 
 

      ［大声での歓声、声援などがないことを前提としうるイベントの例］ 
音   楽 クラシック音楽、歌劇、楽劇、合唱、ジャズ、 

吹奏楽、民族音楽、歌謡曲等のコンサート 
演 劇 等 現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカル、 

読み聞かせ、手話パフォーマンス 等 
舞   踊 バレエ、現代舞踊、民族舞踊 等 
伝統芸能 雅楽、能楽、文楽･人形浄瑠璃、歌舞伎、組踊、

邦舞 等 
芸能・演芸 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、奇術 等 
講演・式典 各種講演会、説明会、ワークショップ、各種教

室、行政主催イベント、タウンミーティング、

入学式・卒業式、成人式、入社式 等 
展 示 会 各種展示会、商談会、各種ショー 
そ の 他 映画館、美術館、博物館、動植物園、水族館、 

遊園地 等 
 



 
イ 大声での歓声、声援などが想定される場合 

収容率は、次のとおりとします。 
（ア）参加者の位置が固定され、入退場時や区域内の適切な行動確保が

できる場合 
・異なるグループ又は個人間では、座席を一席は空けることとし

つつ、同一グループ（5 人以内に限る。）内では座席等の間隔を

設ける必要はありません。この場合、参加人数は、収容定員の

50%を超えることもありうる。 
（イ）参加者が自由に移動できるが、入退場時や区域内の適切な行動確

保ができる場合 
・収容定員が設定されている場合は、収容定員の 50%までの参加

人数とします。 
・収容定員が設定されていない場合は、十分な人と人との間隔

（1m）を空けていること。 
なお、参加者が自由に移動でき、かつ、入退場時や区域内の適切な行動

確保ができない場合は、｢祭りなどの行事の開催について｣によることと

します。 
 

［大声での歓声、声援などが想定されるイベントの例］ 
音   楽 ロックコンサート、ポップコンサート 等 

ス ポ ー ツ 
イベント 

サッカー、野球、大相撲 等 

公営競技 競馬、競輪、競艇、オートレース 
公   演 キャラクターショー、親子会講演 等 
ライブハウス 
ナイトクラブ 

ライブハウス・ナイトクラブにおける 
各種イベント 

そ の 他 遊園地（絶叫系のアトラクション） 
・祭りなどの行事の開催について 

ア 祭り、花火大会、野外フェスティバル等で、全国的又は広域的な人の移

動が見込まれるものや、参加者の把握が困難なものについては、延期又は

中止を含めて慎重に検討･判断してください。開催する場合は、十分な人

と人との間隔（1m）を設けることとし、当該間隔の維持が困難な場合は、

開催について慎重に判断してください。 
イ 盆踊り等の地域の行事で、全国的又は広域的な人の移動が見込まれない

ものや、参加者がおおよそ把握できるものは、参加人数の制限はありませ



ん。適切な感染防止策を講じて開催してください。 
・イベントの開催にあたっては別表に掲げる適切な感染防止対策の徹底をお願い

します。 
・全国的な移動を伴うイベント又はイベント参加者が 1,000 人を超えるようなイ

ベントの開催を予定する場合には、そのイベントの感染防止策等について県に

事前相談してください。 
・主催者が存在しない中で多数の人が集まる季節の行事（ハロウィン、クリスマス、大

晦日、初日の出等）に参加される場合は、基本的な感染防止策を徹底してくだ

さい。また、基本的な感染防止策が徹底されていない季節の行事への参加は控

えるとともに、特に、自然発生的に不特定多数の人が密集し、かつ、大声等の

発生を伴う行事、パーティー等への参加は控えてください。 

 

（３）「新しい生活様式」等の実践について 

・「人と人との距離の確保」「マスクの着用」「手洗いによる手指衛生」をはじ

めとした基本的な感染対策の徹底をお願いします。 
・政府専門家会議で示された「人との接触を８割減らす、１０のポイント」「新

しい生活様式の実践例」、及び新型コロナウイルス感染症対策分科会で示され

た「感染リスクが高まる「５つの場面」」を参考に、３つの「密」状態を回避

するとともに、日々の生活を見直し、新たな感染防止策を実践してください。 
・感染防止策として、基本的な感染防止対策の実施に加え、換気の実施及び適度

な保湿をお願いします。 
 

（４）その他 

・変異株に対しても基本的な感染防止対策（マスク・手洗い・換気など）が重要

であり、更なる徹底をしてください。 
・飲食店などにおいて大声で話したり、カラオケ、イベント、スポーツ観戦など

で大声を出したりすることは自粛してください。 
・友人、知人を招いてのホームパーティーや大人数での会食、飲み会は自粛して

ください。 
・大学等におけるクラブ活動での感染防止策の徹底をお願いします。 
・飲食店を利用する場合は、可能な限りテイクアウトの利用をお願いします。 
・会食などで飲食店などを利用する場合は、座席間隔の確保や換気などの３密予

防、従業員や利用者の手指消毒といった感染防止策に積極的に取り組んでいる

店舗を利用してください。 
・接触確認アプリ（COCOA）のインストールやLINE「新型コロナ対策パーソナ

ルサポート」を積極的に活用してください。 
 



 

５ 事業者の皆様への要請 

 新型インフルエンザ等対策特別措置法第２４条第９項に基づき、以下の事項につ

いて協力を要請します。 

 
（１） 感染防止対策の徹底について 

 ・すべての事業者において、別表で掲げる感染防止対策例や、業界団体等で作成

した感染拡大予防ガイドライン等を踏まえながら、適切な感染防止対策の徹底

をお願いします。また、感染防止対策をホームページや SNS、店頭での掲示な

どにより利用者に明示してください。 

・県独自の「ストップコロナ！対策認定制度」への申請・登録を積極的に進めて

ください。 

・業界団体等においては、業種や施設の種別ごとのガイドラインを作成し、所属

事業者や関係事業者へガイドラインに沿った感染防止対策の徹底を促すよう

お願いします。 

※１政府が公表している「業種別ガイドライン」や、本県が示す「各業界・施設毎の感染症対

策ガイドライン作成例」を参考としてください。 

※２業界団体からガイドラインが示されていない業種の事業者や、業界団体等が存在しない

業種の事業者についても、上記のガイドラインを参考として、適切な感染防止対策の徹底

をお願いします。 

・高齢者施設や病院等については、感染防止のため直接面会を禁止とするようお

願いします。また、従事者への適切な感染防止対策の徹底をお願いします。 
 

（２） 接待を伴う飲食店における感染防止対策の徹底について 

・パブ、ホストクラブ、キャバクラなど接待を伴う飲食店においては、「社交飲

食業における新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン」を遵守し、当

該店舗における感染防止対策をホームページや SNS、店頭での掲示などにより

利用者に明示してください。 
※「社交飲食業における新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン」については、 

全国社交飲食業生活衛生同業組合のＨＰを参照してください。 

・「ストップコロナ！対策認定制度」への申請・登録を行ってください。 

 

（３） 勤務形態等について 

 ・「新しい生活様式の実践例」を参考に、テレワーク（出勤者の５割減を目標）

やローテーション勤務、時差通勤、オンライン会議の開催など、人との接触を

減らすための取組を実践してください。 



 
 
（４） その他 

 ・従業員などが体調不良を訴えた場合には、休暇の取得を促し、併せて、速やか

な医療機関への受診を促してください。 
・従業員に対し、会食などで飲食店などを利用する場合は、感染防止ガイドライ

ンなどに基づいて感染防止策を講じているなどの店舗を利用するよう促して

ください。 
・接触確認アプリ（COCOA）のインストールやLINE「新型コロナ対策パーソナルサ

ポート」を、従業員やお客様に対して積極的に活用するよう促してください。 
・感染の恐れのある者を特定できない場合には、まん延を防止する観点から、施

設名を自ら公表して利用者に検査や受診を呼びかけること等に協力してくだ

さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

【別表：適切な感染防止対策例】 

※以下に掲げる対策例以外にも、それぞれの施設の状況や営業の形態等に応じ、 

適切な感染防止のための対策を実践してください。 

 

 



 
 

 



 
 



 
 

 



新型コロナウイルスワクチンの接種について 

 
R3.７.2９健康福祉部 

新型コロナワクチン接種推進局 

１ 県内接種実績（医療従事者等（V-SYS）7/27 時点、高齢者等（VRS）7/26 時点） 

 

２ ぐんまコロナワクチンダイヤルの相談実績 

【相談内容別の件数内訳】３／１～７／２７実績 

 
【主な相談内容】 

・ワクチンの副反応に関する問合せ 

・体質や疾患等による接種適否の相談 

・届いた接種券に関する問合せ  等 

 

３ 副反応疑い事例の報告状況 

【国から情報提供を受けた副反応疑い件数】 

 合計２７０件（７／２７まで）： 発熱・咳・じんましん・呼吸苦等 

 ※うち死亡例１５件（同一患者の２例計４件含む）以外はいずれも軽症～中等症 

対象者 接種累計 接種率 接種累計 接種率 接種累計 接種率

医療従事者 74,714 108.28% 68,000 98.55% 142,714 103.42%

高齢者施設従事者 27,540 91.80% 21,151 70.50% 48,691 81.15%

高齢者 503,255 87.30% 416,578 72.26% 919,833 79.78%

一般（12歳-64歳） 234,392 19.31% 39,604 3.26% 273,996 11.28%

高齢者・一般合計（VRS） 737,647 41.20% 456,182 25.48% 1,193,829 33.34%

対象者合計（１２歳以上） 839,901 46.91% 545,333 30.46% 1,385,234 38.68%

●各接種対象者数の算出方法は以下の通り

【集計方法について】

①医療従事者、高齢者施設従事者はV-SYSの接種実績から集計

②高齢者、一般（12-64歳）はVRSの接種実績から集計

【対象者数について】

①医療従事者：約69,000人で接種率を算出

②高齢者施設従事者：約30,000人で接種率を算出（総人口の1.5%程度）

③高齢者：令和2年度住民基本台帳年齢階級別人口の65歳以上の者の合計

④一般（12歳-64歳）：令和2年度住民基本台帳年齢階級別人口の12歳から64歳以下の者の合計

※総人口：令和2年度住民基本台帳年齢階級別人口

１回目 ２回目

※令和2年12月25日付け健健発1225第１号（新型コロナウイルスワクチン
　に係る接種券等の印刷及び発送について）で示された算出方法を使用

合計

合計 
副反応に係る

相談 

有効性・安

全性等に係

る相談 

医療機関等

から問合 

一般 

相談 

行政へ

の意見 
その他 

１２，５２８ ４，６５１ ８７０ ３７ ４，７８０ ０ ２，１９０ 

・予約の電話が繋がらない 
・LINE の予約はどうすれば良いか 
・こちらで予約はしてもらえるのか 



ワクチン接種センターの接種状況

（Ａ）
接種能力

（Ｂ）
申込者

（Ｃ）
接種済者

(C)/(A)
（参考）
副反応

直近１週間
（7/21～7/27）

７,１５０人 ７,９９１人 ７,７９３人 １０９．０％
(救急搬送) 0人
(救護室利用)63人

累計
（5/24～7/27）

５４,５５０人 ５１,７２１人 ５０,５５１人 ９２．７％
(救急搬送) １人
(救護室利用)約168人

１ 東毛ワクチン接種センター

２ 県央ワクチン接種センター
（Ａ）
接種能力

（Ｂ）
申込者

（Ｃ）
接種済者

(C)/(A)
（参考）
副反応

直近１週間
（7/21～7/27）

５０,１００人 ４３,０７５人 ４２,０４７人 ８３．９％
(救急搬送)     ３人
(救護室利用) 284人

累計
（6/17～7/14）

１６６,８００人 １５１,０３４人 １４８,２６９人 ８８．９％
(救急搬送)    11人
(救護室利用) 1035人

R3.7.29 県営ワクチン接種センター運営課

※救急搬送の1件は、軽度の副反応であったが、念のため、近隣の病院へ救急搬送となったもの。

※救急搬送のうち7件は接種後にアレルギー症状がでたため医師の判断で近隣の病院へ救急搬送、1件は受付前に脱水症状で救急搬送、１
件は帰宅中に呼吸苦の症状が生じ近隣の病院へ緊急搬送となったもの。残り2件は軽度の副反応であったが、念のため、近隣の病院へ救急
搬送となったもの。

【7月27日時点】


